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ご あ い さ つ

今 年 も 残 す と こ ろ あ と わ ず か と な り ま し た 。 皆 様 に は 、熊 木 分年の 各種 活 動 に ご 支 援 を い た だ き

ま し た こ と に 心‘ よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す 。

さ て 、3年 間 は コ ロ ナ 禍 の 中 で行 事 の 中 止 や 縮 小 し て の 取 り 冬且 み で し た が 、5 月 か ら コ ロ ナ が

「5類 感 染 症 」 と な り 通 常 の体 制 で行 事 を 企 画 し ま し た 。 主 な も の と し て 防 災 言Jll 練 、 敬 老 会 、 世

代 間 交 流 、 部 クト 講 師 に よ る 歴 史 講 話 等 を 催 し 、 多 く の 地域 の 皆 様 に 参加 、 ご 協 力 を い た だ き

ま し た 。 分伶官 は 人 々 の つ な が り が 溶 け 込 む 地域 の 拠 り 所 と な る よ う 目 指 し て お り 、 日 々 ゲ ー ト

ボ ー ル場 や 子 ど も の 広 場 （ 旧 ・ 中 島 児 童 §官 ） の 開 放 、 加 え て サ ー ク ル 活 動 （ お 茶 、 合会 手 冬氏 、

1非 句 、 短 歌 等 ） 、 健康 体操 教 室 、 ゆ ず 味噂 作 り 、 キ ム チ 作 り 、 蓬 莱 作 り 、 ミ ニ 門 松作 り な ど 四

季 を 通 じ て 様 々 な 集 い に 多 く の 方 々 に 利 用 さ れ て お り ま す 。

結 び に 、 新 年 も 分年 活 動 に 変 わ ら ぬ ご 支 援 を 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ 、 皆 様 の ご 多 幸

を お 祈 り い た し ま す
熊 木 分館 長 筆 安 女口 幸

同 職 員 山 下 佳 子

【 事業報告 】

《青少年育成 （秋季合宿）2023.11.18~19 》

参加者 は鹿 島少年 自 然 の 家 で ア ッ プル パ イ 作 り 、 そ ば打 ち 体験 の 内 容で1 泊2 日 の体験合宿 を 行
い ま し た 。

合宿 に は小学生 、 高校生 、 社会人 ボ ラ ン テ ィ ア等 、20名 が参加 し 楽 し く 交流す る こ と が出 来 ま
し た 。

今後 も 、 人 と 人 が つ な が る 事業 を 今後 も 続 け て い き た い と 考 え て お り ま す 。
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《環境整備2023.11.28 》
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熊木長寿会様 分館の雪 吊 り ／
環境整備あ り がと う ござい ま した 。

11 月28日 （ 火） 熊木長寿会の皆
様に お世話にな り ま した 。

男性の方は 、 植木の雪 吊 り を女
性の方は 、 周辺の落ち葉を きれい
に 片づけて い た だき ま した 。 改め
て御礼申 し上げます。

《学習講座① （ ゆず味噌づく り ）2023.12.5 》

恒例のゆず味噌づく り 講習会を開催し ま した 。 谷内の坪野さ
ん指導の下 、 1 セ ンチ角 に刻んだゆずと だ し汁をミキサーでの i

攪拌したものを煮詰め 、 ゆずのペース トまで作る と こ ろ まで行 「
い ます。

仕上がっ たペース ト に ご 自 宅の味噌を加えて 、 ゆず味噌に し
た り 、 かぶの酢の物に 入れて 、 ゆず風味に仕上げた り と色々 ア
レンジができ る便利な一品と なり ま した 。
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学習講座② （ 蓬莱づく り ）2023.12.6 》

こち ら も恒例の蓬莱づく り です。
来年の干支は 、 辰年なので細かい部分も あ り ま したので、1 時

間半～2時間半ほどかか り ま したが 、 見ごたえのある もの に仕
上がり ま した 。
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学習講座③ （ キムチづく り ）2023.12.13 》

今年もキムチづく り を実施しま した 。 当 日 は岡田 幸先生
（ 中島地区 ） に教わ り なが ら 、 キムチの素 （ ヤ ンニョ ム ） を作
り 、 大根やネギ 、 玉ねぎを切 り 、 魚醤、 にんに く 、 しよ う が 、
り んご等沢山 の材料を混ぜて い き ます。 ヤ ンニョ ムが出来
た ら塩漬け した 自菜の根元に具材をおきながら 、 全体に
塗っ て 出来上が り です。10日 程熟成した ら食べ頃を迎え
ます。
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す べ て の材料 を 混ぜ合わせ る 。

《学習講座④ （ ミニ門松づく り ）2023.12.17 》

ミニ門松づく り は 、 中島町内の方どなたでも
参加い た だける事業です。

参加された皆さんは 、 慣れた手つ きで手際
よ く作るこ と が出来ま した 。

今回 は 、 外部団体 （金沢□ ーターアク トクラ
ブ） か ら事業参加の申 し出があ り 、 夏のプラネ
タ リ ウム、 秋の合宿、 冬のミニ門松づく り の3
事業に参加 して くれ、 ボラ ンティ アスタッ フ と
して事業運営 に物心両面のご支援を い ただき
ま した 。

■ 嘔
l

白 菜 の 根元 に 具材 を お き な が ら 、

全体 に 塗 る 。
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今回 、 門松づく り に参加協力 して いた だいた
金沢□ ーターアク トクラ ブの皆さんです。 本当
に あ り がと う ござい ま した。

年末年始お休みのあ決口 らせ

12月29日 （金） から1 月4日 （木） まで
休館させていただきます

熊木分館／子どもの広場



く ま き 里 山 咲 論 （ サ ロ ン ） 講演会 の 開 催

日 時 ： 令和5 年1 1 月24 日 （ 金 ） 1 9 : 0 0~2 0 : 3 0
場所 ： 熊 木 分館 （ 和 室 ）

講演 ： 演題 「 熊 甲 社 の 歴 史 を め ぐ っ て 」

講 師 東 四 柳 史 明

金 沢 学 院 大 学名 誉 教授 、 七 尾 市 文 化財保護 審 議会 会 長

穴 水 町長 谷 部 神 社宮 司

参加 人 数 40 名 （ 中 島 町 内 か ら 多 く の 参加 が あ り ま し た 。 ）

講演 内 容

古 文 書 を 基 調 に 熊 甲 宮 の 起源 と そ の 時代 背 景 や そ れ に 伴 う 末社 と 集 落 、 更

に は 「 二 十 日 祭 」 の 起源 に つ て ご講演 を 頂 き ま し た 。

最 初 に 所領 背 景 か ら 説 明 が あ り ま し た 。 熊 来 院 に つ い て 北 方 は 穴 水 の 入 り 口

を 含 む領 域 で 「 院 」 と し て 役 人 が い た 要 衝 の 地 で あ っ た 。 後 に 熊 来 荘 と し て 都

か ら の 主 要 地 で あ っ た 。 末社 の 由 来 は 荘 園 を 構 成 す る 集 落 と 関 係 が 深 い 。

久 麻加 夫都 阿 良 加 志 比 古神 社 （ 以 下 熊 甲 社 ） の 起源 は 記 録 で は 「929 年 に 藤原

忠 平等 に よ る 延 喜 式 を 奏進 す る 」 と あ り 、 そ の 中 の 気 多 社 と 熊 甲 社 は 神 社名 が

古 来 の ま ま 続 い て お り 国 内 で も 希 少 な 神 社 で あ る 。 ま た 、 『1224 年 能 登 國 熊

来 荘 の 立 券 文 （ 京 大 所収 ） 』 が 作成 さ れ る 。 そ こ に は 「10 人 の 結 衆 （ 坊 さ ん ） 、

8 人 の 巫 女 さ ん 、 そ し てl 人 の 神 人 」 が 居 た と 神 仏 習 合 が 伺 え た 。1283 年 （ 鎌

倉 ） 神 殿造 立 で 地 頭 の 藤原 兼信 の 棟 札 が 有 り そ こ に も 僧 侶 の 名 が あ る 。

神 様 に つ い て は 仏 教 （ 形 の あ る 仏 像 ） か ら 形 の な い 神 様 が 仮 の 姿 と し て 現れ

た 、 す な わ ち 権 （ 仮 ） 現 で あ る 。 元 々 、 ご神 体 は 山 、 大 木 、 石 な ど で 象 徴 さ れ 、

神 像 は 存在 し な い が 、 熊 甲 社 の ご神 体 は 神 像 （ 平 安 後 期 作 、 二 本 の 本 が 一 本 の

幹 に な っ た 霊 木 座像 ） で 有 り 、 非 常 に 珍 し い 。 ま た 、 熊 甲 社 に 関 係 す る 要 人 に

は 三 条 実香 、 熊 来 氏 、 一 乗 防 、 加 賀 藩 の 村 井 長 頼 の 解説 が あ り ま し た 。

二 十 日 祭 の 「 枠旗 」 の 起 源 は 江 戸 へ の 出 稼 ぎ （ 当 時80 人 ほ ど ） 人 が 伝 搬 し

た 。 当 時 は 鎖 国 時代 で 有 り 、 能 登 と 韓 国 の 交 流 は な か っ た 。 出 稼 ぎ 人 が 江 戸 か

ら 韓流 の 旗 を 持 帰 り 、 次 第 に 広 ま っ た 。 古 文 書 の 記 録 と し て 『 末 世 目 覚 草』 中

島 今 本屋 二 代佐助 （ 現在 の 橋 本 家 ） に 「1830 年 （ 文 政13 年8 月 ） ・ ・ ・ 前 文 略

・ ・ 江 戸 か せ き 人 与奉 納 」 な ど い く つ か の 記 事 が あ る 。

熊 甲 社 は 能 登 の 一 の 宮 （ 気 多 大社 ） 二 の 宮 （ 中 能 登 町） に 次 ぐ 神 社 と の こ と で

す 。 社名 も 起源 か ら 変 更 無 く 、 神 像 を ご神 体 と し て 、 国 内 で も 唯 一 の 寄 合祭 り

（ 枠旗祭 り ） を 行 っ て お り 、 由 緒 あ る 神 社 で あ る こ と を 学 び ま し た 。 漢 字 の 多 い

古 文 書 の 資 料 で し た が 、 近 く の 集 落名 や神 社名 、 風 土 な ど 身 近 な 用 語 が 多 く 解

り やす く 解説 さ れ親 し み と 興 味 を 持 っ て 聞 く こ と が 出 来 ま し た 。

l

1;- - 1 ヰュ

目：［_1ー 『


